






【要約】先天性副腎過形成症のマススクリーニングは、試薬キットの 17-OHP 抗体の差異

による、新生児検体の測定値の差があり、各施設の検査手技の差も問題になっている。そ

こで、各施設に精度管理を実施することで大きな負担をかけずに、問題の把握やスクリー

ニングの正確度を知る目的で、現行の精度管理の様な、カットオフ値よりわずかに高い異

常検体を含む外部標準検体を送り、異常のものを発見させるという方法が現状に即してい

ると判断し、それを研究的に実施した。異常検体を作製し、現在行われている精度管理検

体の中に含め、希望する 51 施設を対象に、1993 年 5 月より約 2000 枚送付した。その結

果、1)測定試薬により同じ検体でも測定値が異なること、2)施設間で設定したカットオフ

値に幅のあること、3)検査が技術的に問題がなくても事務的なミスが起こること、がはっ

きりした。これらの問題の把握と解決のために、全国的に正式な精度管理を実施すること

が必要と考える。


